
社会デザイン科学専攻 境界・学際領域科目 

英語

対応 
科目名（単位） 授業の概要 

 地域社会デザイン学分析
展開論：実践を問い，現場
に還す（１単位） 
Designing Local Society 

コミュニティデザイン学プログラムと農村・農業経済学プログラムが対
象とする計２か所の現場に⾜を運び，それぞれの現場での実習を通じて，
地域社会の現状と課題について理解を深めるとともに，現場の多様な実
践を問い直し，現場に還して展開できる能⼒を養成する。 

 共⽣社会論（1 単位） 
Lecture on 'Society for 
all' 

現代社会が直⾯する様々な課題を、共⽣社会構築の観点から検討し、対
応していけるような⼈材を育成するために、歴史学、⽂学、教育学、⾔
語学の分野での研究の基礎と⽂化，⾔語，思想，宗教，価値観，⽴場の
異なる⼈々が共に⽣きる社会の形成について考察する。四分野より教員
⼀⼈ずつが担当するオムニバス形式で実施する。 

○ グローバル・エリアスタ
ディーズ総合講義 
（１単位） 
Comprehensive Global 
and Area Studies 

グローバル・エリアスタディーズプログラムでの学修に必要な共通知
識を養成し，国際的な事象を普遍的な視座と地域の固有性への深い知識
に基づいて理解・分析・対処する能⼒を獲得するため，グローバル・エ
リアスタディーズプログラムの⼆つの領域（「グローバル・スタディーズ」
と「エリア・スタディーズ」）を架橋し，本プログラムの体系的知識を⾝
につけることを⽬的とする。授業では，本プログラムで⽤いられる多様
な分析⼿法を複合的に⽤いることで可能となった研究成果を，研究論⽂
や学会発表等の具体的な事例に基づき，解説する。特に，本プログラム
の基礎となる，普遍的な視座に基づく国際的な事象の把握⽅法，数理分
析の活⽤⽅法，国際開発援助の具体的⽅法，地域の固有性を析出する⼿
法について，実際の研究事例に基づいて学習する。 

 地域⼈間発達⽀援の実際
と課題（１単位） 
Literacy of Community & 
Human Development 
Promotion 

地域の創造性と持続可能性を⽀えるのは⼈であり，その⼈を育てるのは
地域の教育⼒である。しかしながら，地域⼒の低下，地域の⼈間関係の
希薄化，少⼦⾼齢化により，多様な地域⽀援のあり⽅と⼈材育成の⽅法
を模索していく必要がある。本プログラムは，地域⽀援に⽋かせない⼈
材を，⼈間の根源的な発達における諸課題をベースに，多様な教育的視
点から育成することを⽬標にしている。本授業は，⼼理・教育学系，環
境・⾝体・健康科学系，⾔語・表現系の３つの専⾨領域における学術的
なトピックスをクロスオーバーさせながら，地域創造の諸課題と地域⽀
援のあり⽅について理解を深めるための導⼊的講義・演習等を⾏う。 

 ダイバーシティ地域共創
概論（1 単位） 
Introduction to Diversity 
and Regional Co-
Creation 

本講義では、「企業」、「国（・地⽅⾃治体）」、「地域コミュニティ」、「家
族・家庭」という 4 つの社会・経済セクターに加えて、グローバルな課
題におけるダイバーシティの在りようを講義します。講義全体を通して、
なぜ、地域共創において、ダイバーシティが必要なのかを考えます。各
回 2 ⼈の講師が講義（各講師の講義は 45 分×2 ⼈）し、その内容を踏ま
えて受講⽣とともに議論し、理解を深めます。 
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 ダイバーシティ地域共創
最前線（1 単位） 
Advanced Topics in 
Diversity and Regional 
Co-Creation 

本講義では、企業、⾃治体、NPO で活躍する実務家を毎週講師としてお
招きし、オムニバス形式の講義を通じて、現代社会における多様性の重
要性と地域共創の最新事例を学びます。多⽂化共⽣、ダイバーシティ・
マネジメント、地域経済と価値共創の視点から、理論と実践を探求しま
す。授業は、講義、ディスカッション、グループワークを組み合わせて
⾏い、受講⽣が持続可能な地域社会の構築に寄与するリーダーシップを
養うことを⽬指します。 

※この他、各プログラムごとに他プログラムや他専攻の科目をプログラム指定科目として設定しています。 


